
学部長から卒業生へのメッセージ

看護学部長
小笠原 知枝

　看護学部卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうござ
います。卒業に際して、自立と自律という２つの言
葉を贈りたいと思います。
　４月からは、自立して生活する環境が整います。
晴れて看護師として職場に立ち、専門職者としての
生活が始まります。これまでは、さまざまな先生方
や臨床指導者の支援のもとに、患者さんを看護して
いたのですが、これからは自立した看護師として、患
者さんを看護しなければなりません。４年間学んで
きた看護学の知識や看護技術を、実践の場で応用活
用してください。さらに、社会人としての実生活も
はじまります。他人に依存することなく、自分自身

の考えに基づいて行動してもらいたいと思います。また、さまざまな人々と
の関わりでは、自分の精神や感情を制御していくことも忘れてはなりません。
何年かを経たのちに、臨床場面で立派に成長された皆さんと出会えることを
願っています。

　ご卒業おめでとうご
ざいます。新しい門出
を心からお祝いいたし
ます。進む道もそれぞ
れですね。不安も希望
も交錯しているかもし
れません。大学に入学
した頃のあなた方とは
まったく違っています。
専門知識や技術を手に
入れたことはもちろん
ですが、学ぶ過程の中で

身につけたものも大きいのです。「よりよい人生
とは何なのか」を問い続けてください。厳しい時
代ですが、その問いの中で、あらたな情報を絶えず
受け入れながら、選択し、人生を形成してくださ
い。この能力こそ、あなた方が大学で身につけた、
目立たないけど大きなものだと信じます。日本と
世界のために羽ばたいてください。

心理科学部長
森本 修充

　卒業生の皆さん、ご卒業おめで
とうございます。
　皆さんは、社会人として活躍し
ようと闘志をみなぎらせているこ
とと思います。一方、社会に出る
と、皆さんは知識・技術だけでな
く、人間性や人格も含めて周りか
ら見られています。大学では知識・
技術を学びましたが、これからは、
それらに加え、人間としての自分
自身にも研きをかけてほしいと思
います。

　将来、皆さんが社会で活躍している姿を見ることを楽し
みにしています。
　また、進学する皆さんは、さらに知識・技術を修得し、１
ランク高いレベルを目指してください。

工学部長
小谷 教彦

　第10期生の皆
さん、ご卒業おめ
で と う ご ざ い ま
す。皆さんは、４
年間の大学生活の
中で、講義、ゼミ演
習、実習、卒論作
成、クラブ活動、学
会への参加やボラ
ンティア活動など
を通して、自分の
人生を作り、かつ、

社会を担っていく知識・技術・価値を獲得
し、医療福祉・経営の専門職の基盤を獲得
されました。それに増して重要なことは、
学生、教職員という枠を超えて、同じく人生
を歩む者をお互いに見つけたことです。そ
れを大切にして、利用者と社会に貢献して
ください。

医療福祉学部長
岡崎 仁史

　学業に優れ、またクラブ活動、サークル活動および
地域へのボランティア活動等に積極的であった卒業
生が学外団体から、それぞれ表彰されました。

（社）日本臨床工学技士会会長賞

臨床工学科　児玉香菜子　さん

日本臨床工学技士教育施設協議会会長賞

臨床工学科　橋本　美佳　さん

（社）日本社会福祉士養成校協会表彰

医療福祉学科　荒谷千惠子　さん

（社）日本精神保健福祉士養成校協会表彰

医療福祉学科　小中　晴菜　さん

卒業生、学外団体から表彰!!
　３月15日（火）の学位記授与式にて優等賞・課外活動賞が授与されます。４年間の学
業成績が特に優秀な学生に授与される優等賞は、各学科１名の計13名に、また、長期に
わたり活発な課外活動を行い、所属団体はもとより全学の課外活動の発展に貢献した者
に授与される課外活動賞は、４名に決定しました。
　受賞者には、学長より表彰状と副賞が授与されます。記念品（副賞）には、『卒業しても広
島国際大学で学んだことを大切にし、誇りに思って欲しい。』という思いが込められています。
　受賞したいずれの学生も自分の信念を貫き通し、懸命に努力した結果が評価されたの
ではないでしょうか。結果もさることながら、粘り強く努力するという過程を大切にし、
広島国際大学の学生として誇りを持って社会へ羽ばたいてください。

［優等賞］
所属学科 氏　名 所属学科 氏　名

診療放射線学科 森　　亮輔 感性デザイン学科 白枝　慎吾
臨床工学科 児玉香菜子 建築学科 作本　竜二
理学療法学科 杉村　賢太 住環境デザイン学科 森岡　寛美
医療福祉学科 嶋本　瑶子 情報通信学科 山田　　渉
医療経営学科 藤津　静香 機械ロボティクス学科 上馬場　賢
臨床心理学科 豊田　明子 看護学科 高取　　彩
コミュニケーション学科 大西　　毅

［課外活動賞］
団体名 氏　名 団体名 氏　名

柔　道　部
武田賢太郎 剣　道　部 森園　和美
鈴木　将太 弦楽アンサンブル部 下﨑　琴乃

学位記授与式にて優等賞・課外活動賞授与
（社）日本臨床工学技士会会長賞

日本臨床工学技士教育施設協議会会長賞

（社）日本社会福祉士養成校協会表彰

（社）日本精神保健福祉士養成校協会表彰

　保健医療学部卒
業生の皆さん、ご
卒業おめでとうご
ざいます。４年間
で培った知識や技
術が発揮できると
きが来ました。急
激に進歩する医療
技術に追いつける
知恵を学生生活の
うちに身につけて
いただけたことと

思います。診療放射線技師・臨床工学技士・
理学療法士としてプロフェッショナルであ
ると同時に、常に弱い立場にある患者さん
への思いやりを欠かさない医療者として活
躍している皆さんと医療現場でお会いでき
ることを楽しみしています。

保健医療学部長
南山 　求
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